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１１１１．．．．緒緒緒緒        言言言言    

    

ミカンサビダニ（Aculops pelekassi）は，体長

0.12mm程度のくさび形をした淡黄色の虫で，フシ

ダニ科に属している 5)．このフシダニは繁殖力が

旺盛で，加害された植物の葉や果実は奇形葉や奇

形果になる 2)． 

ミカンの場合，6～7 月の果実前期の被害では，

果実表面を灰白色のさび症状にし，8～10 月の加

害では茶褐色，黒褐色にし，商品価値を著しく落

とす(写真 1,2,3,4)． 

 以前は黒点病防除のため散布されるカーバメイ

ト系薬剤で同時防除されていたが，薬剤抵抗性の

ミカンサビダニが増え被害が拡大した 10)． 

 ミカンサビダニの生態や防除法は 1970 年代に

詳しく報告されている 7)が，その頃より30年以上

経過して薬剤抵抗性が発現した現在の長崎県にお

ける発生消長や防除法について検討したので報告

する． 

 

    

２２２２．．．．材料材料材料材料およびおよびおよびおよび方法方法方法方法    

    

1)1)1)1)    発生消長発生消長発生消長発生消長    

 調査樹は本センター果樹研究部門（大村市鬼橋

町）内の14年生青島温州を用い，果実および春葉

のミカンサビダニの寄生虫数を2002年から3カ年

調査した．果実の場合，1樹から30果を無作為に

選び，約12倍のルーペで生息虫数を数えた.ルー

ペには中心部に穴の空いた黒色の紙を貼り付け，

視野を直径 6 ㎜の円形とした．調査箇所は果実 1

個につき果頂部1カ所，果側部の陽光面1カ所の

計2カ所とした．春葉の場合は，1樹から30葉の

新葉（春葉）を無作為に抽出し，ルーペで生息虫

数を数えた．調査箇所は 1葉につき 3カ所とし，

葉裏の全面から無作為に選んだ．ルーペの仕様は

果実の調査と同じとした． 

 果実の被害は 1樹から30果を無作為に選び，

被害を多，中，少，無に分けて，被害果率，被害

度を調べた．被害度は次式で算出した．100×（（多

×10＋中×5＋少)／調査果数×10） 

 調査期間および調査間隔は， 2002 年 4 月 23

日～12月 11日は約10日毎， 2003年 6月 5日～

10月21日は約5日毎，2004年 5月12日～10月 3

日まで約10日毎とした． 

 なお，調査樹の施肥は一般慣行としたが，防除

はすべて実施しない条件下とした． 

        

2)2)2)2)    越冬虫数越冬虫数越冬虫数越冬虫数とととと翌春翌春翌春翌春のののの発生量発生量発生量発生量    

調査は発生消長と同じ樹5本を用い，樹高220c

m程度の樹を上部(地上部より140cm以上)，中部(1

40～100cm)，下部(100cm以下)に 3分割して実施

した． 

  2004年1月13，14日に1樹あたり各部位20枝，

計60枝を採取し，先端から5芽について実体顕微

鏡下で芽を分解しながら虫数を計数した．芽が開

き始めた4月 16日から7月 22日まで約7日間隔

で視野を直径6㎜の円形に制限した約12倍のルー

ペを用い，春葉上の虫数を計数した．調査箇所は

1葉につき3カ所とし，葉裏の全面から無作為に

選んだ． 

 追加試験として同様の樹15本を用い，2005年 3

月 2 日に 1 樹あたり 20 枝を採取して先端から 5

芽の寄生虫数を調査し，翌年の5月 12日～10月 3

日まで春葉上の虫数を調査した． 

    

3)3)3)3)    薬剤薬剤薬剤薬剤とととと処理時期処理時期処理時期処理時期のののの違違違違いによるいによるいによるいによる防除防除防除防除効果効果効果効果    

    14年生原口早生を用い，2005年に行った．マシ

ン油乳剤(97%)60倍，3月 16日散布，ピリダベン

水和剤3,000倍 5月 17日散布，ピリダベン水和剤

3,000 倍 6 月 23 日散布及び無散布の区を設けた．

試験規模は1区 1樹 3反復とした． 

 マシン油乳剤散布区と無処理区は，3 月 2 日及

び散布13日後の3月29日に1樹あたり20枝を採

取して，先端から5芽について実体顕微鏡下で芽

を分解しながら虫数を計数した． 

  すべての区で新葉が展開した5月 12日から 

10月 3日まで約10日間隔で視野を直径6㎜の円

形に制限した約12倍のルーペを用い，春葉上の虫

数（90葉の合計値）を計数した．調査箇所は1葉

につき3カ所とし，葉裏の全面から無作為に選ん
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だ．また，6月 22日からは果実を同じルーペで1

果 2カ所調査し，90果の合計値を計数した．8月

3日から被害果90果を調査し，被害果率を算出し

た． 

    

4)4)4)4)    各種薬剤各種薬剤各種薬剤各種薬剤のののの防除効果防除効果防除効果防除効果    

 ピリダベン水和剤を対照薬剤として，各種薬剤

(表1)の効果試験を岩崎早生13年生(2003年時点)

を用いて 2003 年～2006 年に 6 月散布により実施

した． 

試験開始前に予め調査し，すでにミカンサビダ

ニが葉に発生している樹を調査対象樹とした．散

布約1カ月後，2カ月後，3カ月後（一部未調査）

に，1樹当たり100果程度を選び，日本植物防疫

協会の調査基準(下記)8)に準じて被害果率および

被害度を算出した． 

 

 

 

 

 （被害程度基準） 

     無：被害がないもの   

     少：被害がきわめて軽微なもの（生果として

商品可能なもの） 

     中：被害が果皮1/3以下のもの  

     多：被害が果皮1/3以上のもの（加工にも不

可） 

 

 

    

    

    

３３３３．．．．結結結結        果果果果    

    

1)1)1)1)    発生消長発生消長発生消長発生消長    

 2002～2004年の3カ年ミカンサビダニの発生を

春葉で調べた結果，2002，2003年の最初の発生ピ

ークは6月中下旬に認められた．2004年は少発生

でかつ春葉での発生が遅かったが6月中旬から増

加傾向が見られ，7 月中旬にピークとなったが，

下旬には減少に転じ，他の2カ年の発生ピーク内

の範囲内での消長を示した．その後，秋に小さな

ピークを示した(図 1)．    

果実での発生は，春葉での発生消長と比べると

遅かった．果実上での発生ピークは，2002年は 6

月下旬，2003 年は 7 月上旬，発生が遅れた 2004

年も 7月中旬に認められ，ほぼ7月上旬前後であ

った．また，年によって9月上旬や10月以降にも

増加する場合があった(図 2)． 

 

2)2)2)2)    越冬虫数越冬虫数越冬虫数越冬虫数とととと翌春翌春翌春翌春のののの発生量発生量発生量発生量    

ミカンサビダニの越冬は葉の付け根にある芽の

中でおこなわれ，1 芽で 100 頭以上見つかること

もあった．枝の部位別では樹冠の赤道部より上位

表１　各種薬剤試験の薬剤および希釈倍数

2003年6月10日処理
PAP乳剤 1000倍
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ･ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ水和剤 2000倍
ﾏｼﾝ油乳剤97% 200倍
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 3000倍
無処理

2003年6月11日処理
PAP乳剤 1000倍
ｴﾄｷｻｿﾞｰﾙ･ｵﾚｲﾝ酸ﾅﾄﾘｳﾑ水和剤 1000倍
ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ水和剤 3000倍
ﾏｼﾝ油乳剤97% 100倍
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 3000倍
無処理

2004年6月14日処理
酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ水和剤 5000倍
酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ水和剤 6000倍
ｽﾋﾟﾛｼﾞｸﾛﾌｪﾝ水和剤 4000倍
ｼﾞﾌﾙﾍﾞﾝｽﾞﾛﾝ水和剤 3000倍
ﾄﾙﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ水和剤 3000倍
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 3000倍
無処理

2005年6月10日処理
酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ水和剤 4000倍
酸化ﾌｪﾝﾌﾞﾀｽｽﾞ水和剤 6000倍
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾇﾌｪﾇﾛﾝ水和剤 2000倍
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾇﾌｪﾇﾛﾝ水和剤 3000倍
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 3000倍
無処理

2006年6月13日処理
ﾁｱﾒﾄｷｻﾑ･ﾇﾌｪﾇﾛﾝ水和剤 2000倍
ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ水和剤 3000倍
ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ･ﾌｪﾝﾋﾟﾛｷｼﾒｰﾄ水和剤 1000倍
ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤 3000倍
無処理
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の芽に越冬虫が特に多くみられた(図 3)． 

 越冬虫を調査した樹で引き続き，翌春のミカン

サビダニの発生量を3区分した部位で確認したと

ころ，春先は上部が早く発生したが，その後はバ

ラツキがあり明らかな傾向は認められなかった

(図 4)． 

2004 年に調査した越冬虫数と夏以降の果実被

害程度の関係については，越冬量の一番多かった

樹は7月の時点で既に被害が出ていた．しかし，

その後被害は大きく増えず，越冬量が少ない樹で

も収穫時には被害程度が高くなったものもあり，

最終的な関係は判然としなかった(表 2，図 5)． 

2005年の調査では，越冬量が多かった調査樹は

6 月の発生量も多いものの，中程度の発生だった

調査樹では6月はあまり増加せず，比較的越冬量

が少ない調査樹でも6月の発生が多かった樹もあ

り，越冬虫と翌年の発生には一定の傾向は認めら

れなかった(表 3)． 

 

3)3)3)3)    薬剤薬剤薬剤薬剤とととと処理時期処理時期処理時期処理時期のののの違違違違いいいいによるによるによるによる効果効果効果効果    

 マシン油乳剤処理区では1芽あたり生存虫数が

0.8頭と減少しており，無処理区の49.8頭と比較

して高い効果が認められ，実体顕微鏡下の観察で

も変色した虫体が多数見られた(表 4)． 

 マシン油乳剤処理区は6月下旬の春葉での発生

量は無処理より少ないものの，その後は葉，果実

での被害率は無処理と同程度となった(図 6,7,8)． 

ピリダベン水和剤の5月散布は発生初期を抑え

6月下旬の発生量は低くなったが，8月以降急激に

果実上で増加して，被害果率も収穫時期まで激し

く増加した(図 6,7,8)． 

ピリダベン水和剤の6月散布は散布後の葉と果

実での発生を抑制し，被害果率も低かった(図

6,7,8)． 

 

4)4)4)4)    各種薬剤各種薬剤各種薬剤各種薬剤のののの防除防除防除防除効果効果効果効果    

2003～2006年に実施した防除試験の結果を図9

～13にまとめた．  

2003 年の二つの試験は無処理でも被害果率は

低く推移し，少発生条件下での試験であった． 

2004 年は調査樹の 1 本で異常発生が見られ，7

月中旬で3本での被害果率30％と早くにが増えた

が，その後は増加せずに推移した．全体的に少発

生で最初の加害のみであった． 

2005，2006 年はともに 7 月中旬，8 月中旬，9

月中旬と被害果率は上昇していく傾向が見られ，

中発生条件下での試験であった． 

ミカンサビダニの場合の防除効果は，直接の殺

虫効果とその後の発生抑制期間(見掛けの残効)も

重要となるので処理後 30 日目以降の結果を重視

した． 

(1)(1)(1)(1)ＰＡＰＰＡＰＰＡＰＰＡＰ乳剤乳剤乳剤乳剤    

 2003年に 2回試験を実施した．この年は無処理

でも被害果の発生が少ない条件下であったが，2

例中 1例で対照のピリダベン水和剤よりやや効果

が低かった．  

((((2222))))ブプロフェジン・フェンピロキシメートブプロフェジン・フェンピロキシメートブプロフェジン・フェンピロキシメートブプロフェジン・フェンピロキシメート水和水和水和水和

剤剤剤剤 

2003年と 2006年に 2回試験を実施した．2例と

も処理 71 日後，94 日後と長期間被害果の発生が

認められず高い効果を示した．  

((((3333))))マシンマシンマシンマシン油乳剤油乳剤油乳剤油乳剤 

 2003年に 2回試験を実施した．対照のピリダベ

ン水和剤より被害果発生を長く抑えることはでき

ないが，処理後1カ月程度は被害を遅らせること

ができた． 

((((4444))))エトキサゾール・オレインエトキサゾール・オレインエトキサゾール・オレインエトキサゾール・オレイン酸酸酸酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム水和水和水和水和

剤剤剤剤 

 2003年に 1回試験を実施した．この年は無処理

でも被害果の発生が少ない条件下であったが，ほ

ぼ対照のピリダベン水和剤と同等の効果が得られ

た． 

((((5555))))ジフルベンズロンジフルベンズロンジフルベンズロンジフルベンズロン水和剤水和剤水和剤水和剤 

 2003 年と 2004 年に 2 回試験を実施した．2003

年は無処理でも被害果の発生が少ない条件下であ

ったため効果は高かったが，2004年では多発条件

下では効果がやや劣った． 

((((6666))))酸化酸化酸化酸化フェンブタスズフェンブタスズフェンブタスズフェンブタスズ水和剤水和剤水和剤水和剤 

 2004 年と 2005 年にそれぞれ 2 濃度の試験を実

施した．低い濃度の6000倍でも効果が高く，対照

のピリダベン水和剤と同等の効果があり，見かけ

の残効も長い傾向であった． 

((((7777))))スピロジクロフェンスピロジクロフェンスピロジクロフェンスピロジクロフェン水和剤水和剤水和剤水和剤 

 2004年に 1回試験を実施した．対照のピリダベ

ン水和剤と同等の効果があった． 

((((8888))))トルフェンピラドトルフェンピラドトルフェンピラドトルフェンピラド水和剤水和剤水和剤水和剤 

 2004年に 1回試験を実施した．多発条件下での

試験で，処理約1ヵ月後に被害果がみられた．無
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処理よりは被害は少なかったが，ミカンサビダニ

専用剤として効果はやや劣った． 

((((9999))))チアメトキサム･ヌフェヌロンチアメトキサム･ヌフェヌロンチアメトキサム･ヌフェヌロンチアメトキサム･ヌフェヌロン水和剤水和剤水和剤水和剤 

 本剤はネオニコチノイド剤とＩＧＲ剤の混合で，

2005 年と 2006 年に 2 回試験を実施した．両試験

とも被害果を低く抑えることができた． 

((((10101010))))ピリダベンピリダベンピリダベンピリダベン水和剤水和剤水和剤水和剤 

 すべての試験で対照薬剤として使用したところ

多発条件下でも被害抑制効果が高く安定していた． 

((((11111111))))クロルフェナピルクロルフェナピルクロルフェナピルクロルフェナピル水和剤水和剤水和剤水和剤 

 2006年に 1回試験を実施した．多発条件下での

試験であったが，処理約3ヶ月間被害果がみられ

なかった．

 

 

 

 

 

図1　ミカンサビダニの発生消長（春葉）
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図2　ミカンサビダニの発生消長（果実）
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表２　ミカンサビダニの越冬状況（2004年）

樹NO.
2003年
果実
被害

芽の中の
越冬虫
寄生割合

越冬虫数
／芽

2004年
果実被害

1 多 ３３／５０ 4.7 多（後期被害）
2 中 ３３／５０ 2.5 多（後期被害）
3 中 ３３／５０ 6.6 少
4 中 ３９／５０ 7.9 多（前期被害）
5 少 ２８／５０ 2.8 少

図３　樹冠部位別のミカンサビダニ越冬虫数(2004年)
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図４　樹冠部位別のミカンサビダニの発生推移(2004年）
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調査年月日

調査樹No

1111 404 8 236 257 19 3

2222 387 4 269 235 4 2

3333 344 2 8 8 0 0

4444 247 19 120 138 25 0

5555 240 2 225 206 17 1

6666 189 0 8 23 0 0

7777 179 5 22 131 11 0

8888 160 2 62 66 5 0

9999 154 0 4 0 0 2

10101010 128 6 123 95 13 0

11111111 69 0 49 46 2 0

12121212 62 7 448 182 10 5

13131313 26 7 8 59 14 0

14141414 22 0 3 7 1 0

15151515 3 0 16 108 2 2

※3/2は1樹20枝×5芽あたりのミカンサビダニ頭数

※5/12､6/22、7/5、8/3、9/2は１樹30葉（１葉2視野）あたりのミカンサビダニ頭数

表３　ミカンサビダニの越冬虫数とミカン生育期の虫数(2005年)

3月2日 5月12日 6月22日 7月5日 8月3日 9月2日

図5　ミカンサビダニ越冬虫数別果実被害度の推移（２００４年）
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表４　マシン油乳剤のミカンサビダニに対する効果（2005年）

供試薬剤名 希釈倍数 反復 処理前(3/2) 処理後(3/29)
ﾏｼﾝ油乳剤 60倍 Ⅰ 130.3 0.7

Ⅱ 74.5 1.2
Ⅲ 76.5 0.5

平均 93.7 0.8
無処理 Ⅰ 115.1 34.3

Ⅱ 78.7 82.1
Ⅲ 76.7 32.9

平均 90.2 49.8

1芽あたり虫数

図6　薬剤処理の時期とミカンサビダニの発生虫数（葉）（2005年）
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5/17ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤3000倍

6/23ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ水和剤3000倍

無処理
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図7　薬剤処理の時期とミカンサビダニの発生虫数（果実）（2005年）
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図8　薬剤処理の時期とミカンサビダニ被害果率（2005年）
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図9　ミカンサビダニに対する各種薬剤の効果(2003年 A）

図10　ミカンサビダニに対する各種薬剤の効果(2003年 B）

図11　ミカンサビダニに対する各種薬剤の効果(2004年）
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図12　ミカンサビダニに対する各種薬剤の効果(2005年）

図13　ミカンサビダニに対する各種薬剤の効果(2006年）
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４４４４．．．．考考考考        察察察察    

    

ミカンサビダニの発生消長は，和歌山県の調査

事例を基に大橋 6)により 3 つのパターンに分類さ

れており，長崎県の発生パターンも2002年は前期

発生型，2003年は前期後期の二山型，2004年は後

期発生型に分類できる．  

春葉と果実の比較では 3 カ年とも先に春葉で 6

月中旬に増加がみられ，その後7月上旬に果実上

での増加が見られる．佐賀県小城市（1960～63年

調査）では果実上の寄生ピークは 7 月下旬から 8

下旬 7)で，和歌山県（2000～2002 年調査）では 7

月下旬～9 月下旬にピークとある 6)ので，長崎県

では，これらよりは早い発生が認められているこ

とから，早めの防除対策が有効であると考えられ

る． 

成虫は芽(鱗片内)で越冬することが芦原 7)によ

り報告されている．また，関 7)によりミカンサビ

ダニの生活環は芽(鱗片内)→新芽→葉→果実→芽

(鱗片内)とされ，葉から果実への移動は今回の調

査からも示唆された．ただし，新芽での増加は観

察の中でははっきりしなかった．冬季に芽に多数

確認された成虫が，発芽期に確認されずに，ある

程度展葉が進んでから確認されており，その間の

新芽での状態は不明であった．関 7)の調査でも新

芽55芽の中で40芽には全く寄生がみられなかっ

たことを考えれば，発芽後はかなりの低密度にな

ることが推察される．この低密度時の防除の有効

性については，今後検討を要する． 

また，樹冠部位別の本種の越冬は，地上より

140cm 以上の枝で多く確認されており，関 4)の調

査でも地面と樹冠頂を結ぶ線の中間点もしくはそ

れよりも頂によったところで多い傾向にあり，ほ

ぼ一致する．本種の越冬虫数を調査する場合は，

樹の上部の枝の芽を採取して行なうことが効率的

であることが判明した． 

前年の被害程度と越冬虫数，翌年の発生量や被

害程度について調査した結果，前年の被害程度と

越冬虫数には関係があるが，越冬虫数と翌年の被

害には明確な関係は認められなかった．これは本

種の増減にそのときの気象要因が大きく関与して

いるためだと考えられる．特に葉から果実へ移動

する頃は梅雨時期にあたり，降雨量が影響するも

のと考えられる． 

 本種の防除法として，薬剤と処理時期の違いに

よる防除効果を検討したところ，一般に冬季マシ

ン油乳剤と称されるマシン油乳剤(97%)の 3 月散

布は，防除効果が高く，本種を低密度に抑えるこ

とができたが，発生虫数をゼロにすることはでき

なかった．薬剤は鱗片内に到達しており，虫体が

変色しているのは確認されたが，僅かに生存虫が

あった．本種は増殖率が非常に高い虫であり，わ

ずかに残っていても翌春には発生が見られる．今

回の試験では無処理に比べ，発生ピーク期を遅ら

せることができており，被害軽減につながる方法

のひとつと考えられる． 

また，本県でミカンサビダニ専用剤としてよく

用いられているピリダベン水和剤について，葉上

の増加期前の5月中旬散布と果実上の増加期前の

6月中旬散布を比較した結果，5月中旬散布は散布

後から虫数の抑制効果が出ていたが，2 カ月後か

ら本虫の急激な増加がみられた．これは，薬効が

無くなったこととピリダベン水和剤が天敵に悪影

響を与えた可能性があり 3)，異常発生につながっ

たと考えられる．以前は果実の初期被害が発生し

はじめる 6 月下旬～7 月中旬の防除が最も重要と

されてきた 4)が，少しでも被害を受けたあとでは

果実の商品価値が下がってしまう．これらのこと

から，防除時期としては果実での増加前の6月中

旬が有効であると考えられる．これは，見かけの

残効が 2 カ月以上ある剤を用いれば，8 月下旬の

ダニ剤散布まで発生を抑えることが可能となる． 

また，散布後の降雨により効果が短くなる場合

もあり，ミカンサビダニの発生はその年の気象要

因によって大きく左右されるため，果実が薄茶色

のホコリ状に見られたらミカンサビダニの集中加

害が始まっているので，そういった果実を早めに

見つけて追加防除を行うことが必要である． 

各種薬剤の効果については，防除適期である 6

月には他の害虫（チャノキイロアザミウマ，カイ

ガラムシ類，ゴマダラカミキリ等）の防除も必要

であり，圃場での害虫発生状況に合わせて選択す

る必要がある． 

 ＰＡＰ乳剤は有機リン剤であり，近年問題とな

っているアカマルカイガラムシに対し，高い防除

効果を持っている．ミカンサビダニにも一カ月の
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抑制効果があり，本剤は，カイガラムシ多発園な

どでは同時防除剤として期待される． 

 ブプロフェジン・フェンピロキシメート水和剤

は，ＩＧＲ（昆虫成長制御）剤のブプロフェジン

とダニ剤のフェンピロキシメートの混合剤であり，

ヤノネカイガラムシやアカマルカイガラムシとの

同時防除に向く．フェンピロキシメートは，ミカ

ンハダニではピリダベンとの交差抵抗性の問題
10)があるので注意が必要である． 

マシン油乳剤は高い効果があるが，抑制期間は

やや短い傾向にある．害虫全般に効果があるので

一時的な発生抑制に効果がある． 

ジフルベンズロン水和剤はＩＧＲ（昆虫成長制

御）剤であり，楢原 4)の報告にもあるようにＩＧ

Ｒ剤は効果が出るのに少し時間がかかり，ミカン

サビダニが多発生の年には果実に被害を出してし

まう場合があるので注意が必要である． 

チアメトキサム･ヌフェヌロン水和剤は，ネオニ

コチノイド剤とＩＧＲ剤の混合である．単剤では

ヌフェヌロンがミカンサビダニの登録を持ってい

る．チャノキイロアザミウマ，アゲハ類，ミカン

ハモグリガにも効果があり，これらの虫の多発園

では同時防除が可能となる． 

トルフェンピラド水和剤とクロルフェナピル水

和剤は，チャノキイロアザミウマにも効果があり，

6月の同時防除剤として期待させる． 

酸化フェンブタスズ水和剤とピリダベン水和剤

は，ダニ剤としては抵抗性が疑われ使用されてい

ないが，ミカンサビダニについては見かけの残効

の長さを含めて高い効果が認められている． 

スピロジクロフェン水和剤は，現在長崎県の主

要な秋ダニ剤として広く使用されており，ミカン

サビダニにも効果が高い． 

エトキサゾール・オレイン酸ナトリウム水和剤

は，ダニ剤のエトキサゾールと食品添加物のオレ

イン酸ナトリウムの混合剤である．エトキサゾー

ルのみでもミカンサビダニに農薬登録があるが，

気門封鎖による殺虫効果のあるオレイン酸ナトリ

ウム含んでおり，当然ミカンハダニにも効果は高

く，秋の防除剤として期待される．秋のダニ剤選

択にあたっては後期発生型に備えて，スピロジク

ロフェン水和剤やエトキサゾール・オレイン酸ナ

トリウム水和剤のようにサビダニにも効果がある

ことを考慮しなければならない． 

 

    

５５５５．．．．摘摘摘摘        要要要要    

    

ミカンサビダニの長崎県における発生消長と薬

剤防除について検討した． 

 1)ミカンサビダニは，春葉と果実では先に春葉

で6月中旬に増加がみられ，その後に7月上

旬に果実上での増加が見られる． 

 2)成虫は芽(鱗片内)で越冬する．また，樹冠上

部の枝に多くの成虫が分布している． 

 3)冬季のマシン油乳剤は，越冬虫を減少させる

のには有効であるが，発生を未然に抑えるこ

とはできない． 

 4)ミカンサビダニの薬剤散布時期は果実移行直

前の6月中旬が効果的である．効果が長いの

は酸化フェンブタスズ水和剤とピリダベン水

和剤である． 
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Summary 

The seasonal prevalence and the chemical control of Pink citrus rust mite in Nagasaki Prefecture were 

examined. 

1) The increase of Pink citrus rust mite on spring leaves is seen in the middle of June, and then the increase 

of Pink citrus rust mite fruits is seen in the beginning of July. 

2) The adults pass the winter in the bud scale. Moreover, a lot of adults are distributed in the branch in the 

upper part of the tree canopy. 

3) Generation cannot be suppressed beforehand though the scatter of the machine oil emulsion in winter is 

effective to decrease the number of insects of passing the winter. 

4) The effective application timing of the active medical agent of Pink citrus rust mite is the middle of June 

when immediately before the fruits shift. It is Fenbutatin Oxide and Piridaben that the controlling 

effect of Pink citrus rust mite is high. 
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写真 1 ミカンサビダニ被害果(収穫期) 写真 2 果実でのミカンサビダニ発生状況 

写真 4 ミカンサビダニ拡大写真 写真 3 芽の中での越冬状況 
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